
「渡辺俊介投手との交流会」 
千葉ロッテマリーンズ 

被災地激励慰問 
1・20

わしま 
広  報 
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　今年も例年どおり雪が積もりま
した。先月号では「季節にあった
天候であってほしいと思います。」
と書きましたが、やはり雪が積も
ると“つらい”ですね。ある出版
社が教科書の中で中里村の「雪国
はつらつ条例」を「雪国はつらい
よ条例」と誤記した気持ちも分か
らないわけではありません。�小
さいころの冬といえば雪が積もる
のを楽しみにしていました。雪で
遊べるという楽しみがあったから
なのだと思います。大人になった
いまでもスノーボードなど趣味が
あれば雪が積もるのも楽しみになっ
ていくのでしょう。�まだ雪の季
節は続きます。嫌だなと思う「マ
イナス」の心から雪を楽しむ「プ
ラス」の心に変えていきたいですね。�

和
島
村

和
島
村 
和
島
村

和
島
村 
和
島
村 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 5 1人（－10人） 
　●男　2 , 4 2 6人（－５人） 
　●女　2 , 6 2 5人（－５人） 
世帯数　1 , 3 0 9戸（－２戸） 

※12月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成17年２月１日発行　№378 

発　行：和島村役場 
編　集：企画観光課 
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｛その年中に支払った医療費｝－ 

｛保険金などで補てんされる金額｝＝｛Ａ｝ 
 

｛Ａ｝－｛10万円又は所得の5％どちら

か少ない金額｝ 

＝医療費控除額（最高200万円） 

〈医療費控除額の計算方法〉 

                 

○
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除
に
つ
い
て 

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
申

請
に
よ
り
、
障
害
の
程
度
が
同
程
度

と
村
長
が
認
定
し
た
場
合
に
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

　
昨
年
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
控
除

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
が
無
く
て
も
、
申
請
に
よ
り
、

村
長
が
発
行
す
る
書
類
を
添
付
す
る

こ
と
で
引
き
続
い
て
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 

■
申
請
・
お
問
合
せ 

役
場
住
民
課
住
民
福
祉
係 

（
�
 74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
５
６
） 

       

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方 

 

　
次
の
計
算
を
し
て
、
医
療
費
控
除
の

あ
る
方
。
（
注
　
源
泉
徴
収
税
額
の
あ

る
方
に
限
り
還
付
さ
れ
ま
す
） 

 

◆
医
療
費
と
は
… 

　
医
師
等
に
よ
る
診
療
等
を
受
け
る
た

め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。 

①
医
師
・
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
診
療

費
・
治
療
費 

②
診
療
・
治
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
購

入
費
用 

③
入
院
費
・
通
院
費 

④
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
・

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
な
ど
に
支
払
っ

た
施
術
費 

⑤
保
健
師
や
看
護
師
・
そ
の
他
療
養
上

の
世
話
を
受
け
る
た
め
特
別
に
依
頼

し
た
ひ
と
に
支
払
っ
た
費
用 

⑥
助
産
師
に
よ
る
分
娩
介
助
を
受
け
る

た
め
に
支
払
っ
た
費
用 

⑦
６
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代 

（
※
注
） 

・
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
と
、
そ
の
証
明
書
を
も
ら
っ

た
日
以
後
の
「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」

が
必
要
で
す
。 

・
領
収
書
に
は
、
お
む
つ
使
用
者
の
氏

名
お
よ
び
成
人
用
の
お
む
つ
代
で
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

《
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

は
、
そ
の
年
に
実
際
に
支
払
っ
た
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
》 

 

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

　
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
医
師
等
に
よ

る
診
療
費
の
費
用
と
は
い
え
ま
せ
ん
の

で
医
療
費
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

①
容
姿
を
美
化
し
、
容
ぼ
う
を
変
え
る

な
ど
の
目
的
で
支
払
っ
た
整
形
手
術

の
費
用 

②
健
康
増
進
や
病
気
予
防
な
ど
の
た
め

の
医
薬
品
の
購
入
費 

③
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
の
た

め
の
費
用
（
但
し
、
健
康
診
断
の
結

果
、
重
大
な
疾
病
が
発
見
さ
れ
、
引

き
続
き
治
療
を
受
け
る
と
き
の
こ
の

費
用
は
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
す
） 

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の
費
用 

⑤
治
療
を
目
的
と
し
な
い
近
視
・
遠
視

の
た
め
の
眼
鏡
の
購
入
費 

⑥
お
む
つ
（
前
記
⑦
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
）
・
寝
具
類
の
費
用
お
よ
び

医
師
等
に
支
払
っ
た
謝
礼
金 

⑦
通
院
に
自
家
用
車
を
使
用
し
た
場
合

の
ガ
ソ
リ
ン
代 

⑧
医
師
等
の
診
察
等
に
関
係
な
く
購
入

し
た
補
聴
器
等
の
購
入
費 

⑨
カ
ツ
ラ
の
購
入
費 

 

◆
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
」

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す 

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
健
康
保
険

組
合
・
共
済
組
合
な
ど
か
ら
補
て
ん
を

受
け
る
医
療
費
・
分
娩
費
・
家
族
医
療

費
・
配
偶
者
分
娩
費
な
ど
の
給
付
金 

②
損
害
保
険
や
生
命
保
険
の
疾
病
障
害

特
約
等
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る

入
院
給
付
金 

③
加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
と
し
て
補
て

ん
を
受
け
る
医
療
費
な
ど 

《
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
」

が
申
告
時
ま
で
に
確
定
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、見
込
額
に
よ
り
ま
す
》 

  

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を 

 

受
け
ら
れ
る
方
へ 

 

◆
要
件
（
平
成
 16
年
入
居
の
場
合
） 

１
新
築
住
宅 

①
住
宅
取
得
後
６
ヶ
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と 

②
家
屋
の
床
面
積（
登
記
面
積
）が
 50
㎡

以
上
で
あ
る
こ
と 

③
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
、
専
ら

自
己
の
居
住
用
で
あ
る
こ
と 

④
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
３

千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

⑤
入
居
し
た
年
及
び
そ
の
年
の
前
後
２

年
以
内
に
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

（
３
千
万
円
の
特
別
控
除
、買
換
え
、

交
換
の
特
例
な
ど
）
を
受
け
て
い
な

い
か
、
又
は
受
け
な
い
こ
と 

⑥
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

い
る
こ
と 

⑦
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
期
間
が
 10
年

以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と 

２
中
古
住
宅 

①
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
こ
と 

②
そ
の
家
屋
の
取
得
の
日
以
前
 20
年
以

内
（
耐
火
建
築
の
場
合
は
 25
年
以
内
）

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

③
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と 

３
増
改
築 

①
増
改
築
を
し
た
後
の
家
屋
の
床
面
積

（
登
記
面
積
）
が
 50
㎡
以
上
で
、
し

か
も
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
の
①
、

③
〜
⑦
に
あ
て
は
ま
る
こ
と 

②
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
、
大

規
模
の
模
様
替
え
の
工
事
で
あ
る
こ

と
に
つ
き
一
定
の
証
明
が
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と 

③
増
改
築
等
の
工
事
費
用
が
１
０
０
万

円
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

④
自
己
の
居
住
の
た
め
の
部
分
の
工
事

費
用
額
が
、
増
改
築
等
の
工
事
費
用

総
額
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

※
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
居
住

の
用
に
供
し
た
年
か
ら
 10
年
間
、

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
法
改
正
や
諸
要
件
な
ど
に
よ
り

取
り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 
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所得税の確定申告 期間　2月16日（水）～3月15日（火） 

～自分で書いて　自分で送ろう～ 

日

に

ち 

２
／
16
日
（水）
 

上
小
島
谷
、
中
小
島
谷 

下
小
島
谷
、
駅
前 

中
沢
、
梅
田 

東
保
内 

下
富
岡
、
若
野
浦 

阿
弥
陀
瀬
、
高
畑 

日
野
浦 

　
　
17
日
（木）
 

　
　
18
日
（金）
 

　
　
21
日
（月）
 

　
　
22
日
（火）
 

　
　
23
日
（水）
 

　
　
24
日
（木）
 

　
　
25
日
（金）
 

　
　
28
日
（月）
 

３
／
１
日
（火）
 

　
　
２
日
（水）
 

　
　
３
日
（木）
 

　
　
４
日
（金）
 

　
　
７
日
（月）
 

　
　
８
日
（火）
 

　
　
９
日
（水）
 

　
　
10
日
（木）
 

　
　
11
日
（金）
 

　
　
14
日
（月）
 

　
　
15
日
（火）
 

地
　
　
　
域 

村
田 

城
之
丘 

両
高 

上
桐 

三
瀬
ヶ
谷
、
北
野 

根
小
屋
、
荒
巻 

新
田
、
中
央 

下
町
上
、
下
町
下 

川
端
、
道
城
下 

法
善
町
、
寺
町
、
小
谷 

　
平
成
16
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
２
月
16
日
（水）
か
ら
３
月
15

日
（火）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
終
了
間
近
に
な
り
ま
す
と
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

（
土
・
日

曜
日
は
閉
庁
日
で
す
。
） 

         

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
自
身

が
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
、

納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
 16
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
等
の

合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基

に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
と
定

率
減
税
額
を
超
え
る
と
き 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

２
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
き
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が
 20
万
円
を
超
え
る
と
き 

    

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
収
支
内

訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

            

　
申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き
方
」
に
示
さ

れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て
い
く
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
記
入
し
て
お
早
め
に
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
平
成
 16
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所

得
税
の
納
期
限
は
平
成
 16
年
３
月
 15
日

 （火）
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て

な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
省

け
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
な
い
振
替
納
税
が
と
て
も
便

利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

■
相
談
受
付 

　
午
前
９
時
〜
 11
時
 30
分 

　
午
後
１
時
〜
４
時
 30
分 

■
会
　
　
場 

　
和
島
村
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」 

■
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
役
場
総
務
課
税
務
係
（
　
 74
―
３
１

１
１
　
内
線
２
６
１
・
２
６
２
）又
は
、

長
岡
税
務
署
（
　
 33
―
５
２
５
２
）へ 

 

                         

・
営
庶
業
関
係
の
方
は
、
和
島
村
で
の

相
談
日
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接

長
岡
税
務
署
の
行
う
長
岡
新
産
管
理

セ
ン
タ
ー
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

・
日
程
表
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

ご
自
分
の
都
合
の
よ
い
日
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。 
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地
域
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

小

島

谷 

下

富

岡 

若

野

浦 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内 

村
　
　
田 

城

之

丘 

両
　
　
高 

久
　
住
　
幸
　
雄 

久
須
美
　
　
　
實 

松
　
永
　
利
　
治 

小
　
熊
　
教
　
男 

久
　
住
　
　
　
等 

竹
　
内
　
謙
　
二 

久
　
住
　
親
　
勝 

八
　
子
　
一
　
夫 

山
　
田
　
正
　
一 

平
　
澤
　
和
　
雄 

大
　
矢
　
　
　
保 

田
　
村
　
浜
　
一 

船
　
越
　
　
　
宏 

小
　
林
　
昇
　
一 

小
　
林
　
善
　
弘 

阿
　
部
　
甚
一
郎 

地
域
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上 

下

町

下 

川
　
　
端 

道

城

下 

法

善

町 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

島
　
　
崎 

大
　
矢
　
弘
　
陸 

加
　
勢
　
栄
　
一 

菊
　
地
　
三
　
郎 

佐
　
越
　
準
　
一 

山
　
田
　
　
　
忠 

早
　
川
　
善
　
晴 

早
　
川
　
正
　
善 

加
　
瀬
　
光
　
志 

早
　
川
　
英
　
一 

早
　
川
　
盛
　
雄 

本
　
間
　
　
　
進 

早
　
川
　
　
　
勲 

小
　
林
　
儀
　
男 

長
谷
川
　
義
　
栄 

三
　
河
　
　
　
保 

平
成
17
年
１
月
21
日
現
在 

　
平
成
 17
年
の
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
１
年
間
、
み
な
さ
ん

と
の
連
絡
役
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

◎
児
童
扶
養
手
当 

 

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
児
童
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。 

◎
対
象
者 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
、

主
に
母
子
家
庭
等
の
母
な
ど
が
監

護
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 （1）
父
母
が
離
婚
し
た
児
童 

 （2）
父
が
死
亡
し
た
児
童 

 （3）
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
（
年
金
の

障
害
等
級
が
１
級
程
度
）に
あ
る
児

童
で
、
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
児
童 

 （4）
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

 （5）
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童 

 （6）
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年

以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童 

 （7）
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童 

 （8）
棄
児
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童 

 

◎
支
給
内
容 

　
（
世
帯
の
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ
り
） 

・
全
部
支
給 

　
↓
月
額
４
１
、８
８
０
円 

・一
部
支
給 

　
↓
所
得
に
応
じ
て
、４
１
、８
７
０
円

か
ら
９
、８
８
０
円
ま
で
の
 10
円

き
ざ
み
の
金
額
と
な
り
ま
す
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
口
座
振
替
申
込
書
（
金
融
機
関
に
確

認
印
が
必
要
） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書 

 

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当 

 

　
精
神
又
は
身
体
（
内
科
的
疾
患
を
含

む
。
）に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
す
る
手
当
で
す
。 

 

◎
対
　
象 

　
知
的
障
害
も
し
く
は
身
体
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。 

◎
支
給
内
容 

・
重
度
の
場
合 

　
↓
月
額
５
０
、９
０
０
円 

・
中
度
の
場
合 

　
↓
月
額
３
３
、９
０
０
円 

※
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
（
母
子
入

所
は
除
く
）や
所
得
が
制
限
以
上
の
人

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
対
象
児
童
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の

診
断
書（
用
紙
は
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。
） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書
な
ど 

・
請
求
者
名
義
の
郵
便
局
の
通
帳 

◎
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
・
住
民
福

祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
�
 74
―
３
１
１
１
） 
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損害の発生原因 

所得税法（雑損控除） 災害減免法 

災害、盗難、横領による損害が対象となります。 災害による損失に限られます 

対象となる資産 
の範囲等 

控除額の計算 
又は 

所得税の軽減額 

参考事項 

自己又は、生計を一にする控除対象配偶者やその他の
扶養親族が有する資産 
生活に通常必要な資産に限られます 
（たな卸資産や事業用の固定資産、山林、生活に通常
必要でない資産は除かれます） 

自己又は、扶養親族が有する 
住宅や家財。ただし、損害額が
住宅や家財の価値の２分の１以
上であることが必要です。 

●原則として損額を受けた年
分の所得金額が１０００万円
以下の人に限ります。 

●「損失額の明細書」を確定
申告書に添付することが必
要です。 

●災害等の関連して止むを得ない支出をした金額につい
ての領収証を確定申告書に添付するか、確定申告書を
提出する際に提示することが必要です。 

●損失額が大きくて、その年の所得金額から控除しきれな
い金額は、翌年以後３年間に繰り越して控除できます。 

 
 
５００万円以下…全額免除 
 
５００万円超 
７５０万円以下…２分の１の軽減 
 
７５０万円超 
１０００万円以下…４分の１の軽減 

その年の 
所得金額 

所得税の 
軽減額 

控除額は次のイとロのうちいずれか多い方の金額です。 
イ 差引損失額－所得金額の10分の１ 
ロ 差引損失額のうち災害関連支出金額－５万円 
注） 
①差引損失額＝損害金額－保険金などによって補てんされ
る金額 
②災害関連支出＝災害により減失した住宅、家財を除去す
るための費用や豪雪による家屋の倒壊を防止するため
の屋根の雪下ろし費用など 

　本年は「長岡新産管理センター」において、所得税
と個人事業者の消費税及び贈与税の申告相談を下記日
程により実施します。 
◎申告相談会場のご案内 
　所得税（譲渡所得含む）、個人事業者の消費税及び
贈与税の申告相談会場になります。（災害で住宅・家
財等に被害を受けられた方の相談会場もこちらとなり
ます。） 

期　　間　　２月７日（月）～３月15日（火） 
　　　　　（土曜日・日曜日及び祝日は除きます。） 
受付期間　　午前９時～午後３時30分 
　　　　　（正午から午後１時までは昼休みです。） 

4

 
災
害
に
関
す
る
国
税
の 

　
　
　 
特
別
措
置
に
つ
い
て 
　 ◆

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
と
き 

　
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど
に

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
確
定
申
告

に
お
い
て
、
所
得
税
の
軽
減
措
置
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
損
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細
が
わ
か

る
も
の 

①
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け

と
る
保
険
金
等
が
わ
か
る
も
の 

②
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
同
証
明
書
を
持
参 

　
住
宅
の
場
合
…
購
入
時
の
売
買
契
約

書
ま
た
は
請
負
契

約
書
、
取
壊
し
費
用
・

除
去
費
用
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
費

用
の
明
細
の
わ
か

る
領
収
書
な
ど 

　
家
財
の
場
合
…
損
害
を
受
け
た
家
財

の
種
類
、
購
入
金

額
の
わ
か
る
も
の

ま
た
は
明
細 

※
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
う
ち
、
収
入

が
給
与
所
得
や
公
的
年
金
（
雑
所
得
）

だ
け
で
還
付
申
告
を
受
け
る
場
合
に

は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。 

①
平
成
 16
年
分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
） 

②
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以

外
の
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
申
告
さ
れ
る
方
は
、
支

払
い
の
証
明
（
領
収
書
） 

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
平
成

 16
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
等
の
領
収
書 

④
そ
の
他
の
所
得
控
除
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
不
明
な
点
は
事
前
に
税
務

署
又
は
役
場
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
合
せ 

　
長
岡
税
務
署 

　（
�
 35
―
２
０
７
０
） 

　
和
島
村
役
場
総
務
課
税
務
係 

　（
�
 74
―
３
１
１
１
） 
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島
田
小
学
校
５
年
生
　
池
浦  

隆
真 

両
刃
の
剣 

平成１７年原付実技講習のお知らせ 

原付の免許を取得するには原付講習を受講しなければなりません。 
３月から11月の原付実技講習を次のように計画しました。 
受講希望者は交通安全協会（警察署内）まで、下記のものを持参
して申し込みしてください。 

　
僕
は
、
夏
休
み
に
、
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
と
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
行

き
ま
し
た
。 

　
一
方
で
は
最
先
た
ん
の
科
学
を
見
て
、

す
ご
く
感
心
し
、
も
う
一
方
で
は
、
科

学
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
平
和
記
念
館
で
は
、
宇
宙
飛
行
士
の

毛
利
衛
さ
ん
が
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
し
て
い
て
、
そ
の
中
に
、
「
両
刃

の
剣
で
あ
る
科
学
技
術
を
使
用
す
る
人

間
の
哲
学
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
通

り
に
、
科
学
の
力
は
皆
の
生
活
を
、
ど

ん
ど
ん
便
利
に
し
て
い
っ
て
は
く
れ
る

が
、
へ
た
に
使
え
ば
、
も
の
す
ご
い
力

で
五
十
九
年
前
の
八
月
六
日
の
よ
う
に

無
残
な
光
景
が
広
が
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。 

　
一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
人
類
で
初

め
て
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
高
い
温
度
に
よ
っ
て
、
一

升
瓶
は
と
け
、
爆
風
で
鉄
の
扉
は
折
り

曲
が
り
ま
し
た
。
放
射
能
に
よ
る
影
響

に
よ
り
、
人
体
に
大
き
な
障
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。
爆
心
地
か
ら
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
に
い
た
人
は
、
数
日
の

う
ち
に
死
亡
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
生

き
残
っ
た
人
た
ち
も
、
血
ま
み
れ
の
ボ

ロ
ボ
ロ
の
衣
服
を
身
に
ま
と
い
、
逃
げ

ま
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
僕
が
平
和
記
念
館
で
一
番
怖
が
っ
た

の
は
、
「
人
影
の
石
」
と
い
う
石
で
す
。

こ
の
石
は
、
人
が
階
段
に
腰
を
か
け
て

い
た
ら
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
強
い
放
射

線
な
ど
の
影
響
で
そ
の
ま
ま
人
の
形
の

様
に
黒
く
跡
が
焼
き
つ
い
て
残
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
人
が
石
に
焼
き
つ
く
と

い
う
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

環
境
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
の
す
ご
い

放
射
線
で
、
と
て
も
苦
し
い
環
境
と
い

う
こ
と
で
す
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
身

に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。 

　
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、
原
爆
に

ふ
く
ま
れ
る
放
射
線
を
防
ぐ
た
め
の
技

術
や
、
宇
宙
に
建
せ
つ
中
の
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
の
研
究
モ
ジ
ュ
ー

ル
「
き
ぼ
う
」
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
、
今

の
科
学
技
術
の
最
先
た
ん
を
使
っ
た
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

　
来
年
の
夏
、
発
射
予
定
の
、
Ｈ
Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
そ

う
で
す
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
が
筑
波
宇
宙

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
し
た
。
も
の
す
ご

く
固
く
て
、
強
く
た
た
く
と
自
分
の
手

の
方
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。

さ
ら
に
、
猿
が
乗
っ
て
宇
宙
へ
行
っ
た

宇
宙
船
や
、
せ
ま
い
三
人
乗
り
の
宇
宙

船
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
す
ご
い

と
思
っ
た
の
は
、
気
象
衛
星
の
ひ
ま
わ

り
で
す
。
ひ
ま
わ
り
は
、
す
べ
て
太
陽

電
池
で
お
お
わ
れ
て
い
て
、
ぴ
か
ぴ
か

光
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｈ
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

に
は
、
も
う
古
く
て
使
え
な
く
な
っ
た

ひ
ま
わ
り
の
代
わ
り
の
気
象
衛
星
を
積

ん
で
行
く
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
科
学
は
う
ま
く
使
え

ば
、
宇
宙
開
発
も
で
き
る
の
に
、
へ
た

に
使
え
ば
た
く
さ
ん
の
死
者
も
だ
す
こ

と
に
も
な
る
の
で
す
。 

　
広
島
市
長
の
秋
山
さ
ん
は
、
平
和
宣

言
の
中
で
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。 

「
残
念
な
こ
と
に
、
人
々
は
科
学
の
悲

劇
を
ま
だ
理
解
せ
ず
、
そ
れ
を
う
め
る

想
像
力
に
か
け
て
い
ま
す
。
」 

と
。
僕
は
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ

の
、
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
に
サ
イ

ン
し
ま
し
た
。
本
当
は
、
自
由
な
研
究

が
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
が
広
島
に
原
爆
と
な
っ
て
投
下
さ
れ

た
と
知
っ
た
時
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
大
変
後
悔
し
、
三
日
間
口
が
利

け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ほ
か
の
科

学
者
と
と
も
に
、
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
の
運
動
を
続
け
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
僕
も
、
自
分
が
発
見
し
た
も

の
が
、
戦
争
に
使
わ
れ
て
い
た
ら
、

す
ご
く
後
悔
す
る
と
思
い
ま
す
。 

　
宇
宙
セ
ン
タ
ー
と
原
爆
記
念
館
を

見
て
、
ま
さ
に
科
学
は
両
刃
の
剣
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
両
刃
の
剣

で
あ
る
科
学
を
、
悪
い
方
向
に
持
っ

て
い
か
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
の
が
、

僕
た
ち
若
い
人
た
ち
の
任
務
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
戦

争
を
二
度
と
起
こ
さ
ず
、
皆
が
平
和

に
す
ご
せ
る
よ
う
努
力
す
る
の
が
、

僕
た
ち
若
い
人
の
責
任
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
二
度
と
原
爆
の
よ
う

な
悲
劇
は
、
起
こ
さ
な
い
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。 
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和
島
村
に
プ
ロ
野
球
選
手
　
被
災
地
激
励
慰
問
で
元
気
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 
五
穀
豊
穣
、無
病
息
災
を
願
っ
て 

古
民
家
に
昔
な
が
ら
の
ま
ゆ
玉
飾
り 

古
式
ゆ
か
し
く
伝
統
の
神
事 

   

　
１
月
９
日
�
や
16
日
�
、
小
正
月
の

行
事
「
賽
の
神
」
が
村
内
各
地
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
下
富
岡
地
区
で
は
、
１
月
９
日
午
後

３
時
30
分
、
年
男
、
年
女
が
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
点
火
。
大
人
の
４
・
５

倍
は
あ
る
巨
大
な
賽
の
神
は
強
い
風
に

煽
ら
れ
て
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
あ

た
り
は
人
々
の
歓
声
や
「
パ
ン
、
パ
ン
」

と
弾
け
る
竹
の
音
で
賑
い
ま
し
た
。
正

月
飾
り
や
ス
ル
メ
を
手
に
駆
け
つ
け
た

大
勢
の
人
た
ち
は
、
振
舞
わ
れ
た
御
神

酒
や
甘
酒
、
豚
汁
を
飲
み
な
が
ら
、
今

年
１
年
間
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
を
祈
り
つ
つ
、
小
正
月
の
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

                     

　
１
年
間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
伝

統
神
事
「
筒
粥
祭
」
が
１
月
14
日
�
の

夜
、
氏
子
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者
ら
大

勢
の
人
が
見
守
る
な
か
、
島
崎
の
宇
奈

具
志
神
社
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
神
事
は
、
豆

柄
で
炊
い
た
粥
に
葦
の
筒
を
入
れ
て
、

筒
の
中
に
入
っ
た
米
の
数
で
今
年
１
年

間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
と
い
う
も

の
。
３
粒
以
上
入
っ
て
い
れ
ば
大
吉
、

１
粒
か
２
粒
で
あ
れ
ば
吉
、
何
も
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
半
吉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
結
果
は
と
い
う
と
、
苗
が
半

吉
、
麦
が
半
吉
、
大
豆
が
半
吉
、
早
稲

が
半
吉
、
中
稲
が
大
吉
、
晩
稲
が
大
吉

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

    

　
１
月
13
日
�
、
道
の
駅
良
寛
の
里
わ

し
ま
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
も
て
な
し

家
」
お
い
て
、
ま
ゆ
玉
作
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ

と
も
て
な
し
家
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
両

高
有
志
の
14
名
が
伝
統
の
飾
り
を
飾
り

付
け
ま
し
た
。 

　
ま
ゆ
玉
は
、「
質
の
良
い
ま
ゆ
が
た
く

さ
ん
取
れ
る
よ
う
に
」
と
の
豊
作
を
願
っ

て
、
各
家
庭
で
行
わ
れ
た
行
事
で
す
。 

こ
の
日
は
“
み
ず
き
”
の
木
に
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
、
米
菓
と
餅
を
取
り
付
け

て
い
き
ま
し
た
。
今
年
は
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
を
願
い
た
い
で
す
ね
。 

　
１
月
20
日
�
北
辰
中
学
校
に
お
い
て
、

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
渡
辺
俊
介

投
手
に
よ
る
被
災
地
激
励
慰
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
渡
辺
投
手
は
２
０
０
１
年

に
入
団
。
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
投
法
で
そ

の
年
に
初
勝
利
。
２
０
０
４
年
は
12
勝

６
敗
の
成
績
を
あ
げ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
と

日
米
野
球
に
出
場
し
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
、
北
辰
中
学
校
の
生
徒
を
は

じ
め
和
島
少
年
野
球
チ
ー
ム
も
参
加
。

ま
た
塚
山
中
学
校
な
ど
郡
内
の
５
つ
の

中
学
校
野
球
部
が
招
か
れ
、
総
勢
２
４

０
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ま
ず
質
問
会
が
行

わ
れ
、
渡
辺
投
手
は
子
ど
も
た
ち
一
つ

ひ
と
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま

し
た
。
続
い
て
渡
辺
投
手
の
実
技
指
導

が
行
わ
れ
各
野
球
チ
ー
ム
の
代
表
が
投

球
フ
ォ
ー
ム
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
記
念
撮
影
後
、
渡
辺
投
手
は
「
水
害

と
震
災
と
重
ね
て
あ
っ
た
街
で
こ
ん
な

に
元
気
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
逆
に
僕
が
元
気
を
も
ら
っ
た

く
ら
い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
参
加
者
を
代
表
し
て
本
間
琢

君
が
「
テ
レ
ビ
の
中
で
し
か
見
た
こ
と

の
な
か
っ
た
渡
辺
選
手
に
お
会
い
で
き

て
と
て
も
光
栄
で
す
。
渡
辺
選
手
の
お

か
げ
で
地
震
の
悲
し
み
も
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�



生 涯 学 習 情 報  

　
小
学
校
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た 

”
わ
ん
ぱ
く
？
塾
　
冬
の
陣
“
が
全
２

回
の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
12
月
27
日
�
は
、
寒
さ
に
負
け
な
い

を
テ
ー
マ
に
、
マ
ッ
ト
運
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

手
つ
な
ぎ
鬼
で
は
逃
げ
る
仲
間
を
捕
ま

え
よ
う
と
鬼
同
士
作
戦
を
練
っ
て
追
い

か
け
る
な
ど
、
み
ん
な
が
寒
さ
を
忘
れ

縦
横
無
尽
に
楽
し
そ
う
に
走
り
ま
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
翌
28
日
�
は
、
紙
粘
土
で
お
正
月
飾

り
や
お
せ
ち
料
理
を
作
り
ま
し
た
。
酉

年
に
あ
わ
せ
鶏
を
作
る
子
ど
も
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
作
品
も
皆
、

創
造
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
和
島
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
（
会

長
　
久
住
　
等
）
で
は
、
昨
年
、
各
区

長
さ
ん
を
通
じ
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
１
、
２
７
０
世

帯
か
ら
ご
加
入
い
た
だ
き
３
８
０
、
９

７
９
円
の
会
費
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
会
費
は
、
村
内
27
ヶ
所
の
小
学

生
を
主
体
と
し
た
地
域
子
ど
も
会
と
各

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
活
動
費
の
一
部
と
し

て
助
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
１

月
号
の
広
報
わ
し
ま
に
「
家
庭
の
日
の

作
文
」
掲
載
や
中
学
生
が
活
躍
し
ま
し

た
「
和
島
村
体
育
協
会
30
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
が
や
っ
て
く

る
!!
」
等
体
育
事
業
に
助
成
を
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
使
わ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
和
島
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と

と
も
に
、
明
る
い
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
１
月
16
日
�
妙
高
高
原
　
池
の
平
温

泉
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
『
村
民
ス
キ
ー

＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー
in
池
の
平
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
雪
が
ち
ら
つ
く
天
候
で
し
た
が
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々
約
80
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
と
楽
し
そ
う
に
滑
る
ボ
ー

ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
「
疲
れ
た
体
を
温

泉
で
癒
す
人
」
等
々
、
思
い
思
い
に
様
々

な
楽
し
み
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
で
は
、
楽
し
い
思
い
出
を
夢
見

る
子
供
た
ち
の
寝
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
度
和

島
村
村
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
あ
た

り
、
掲
載
写
真
を
募
集
し
ま
す
。 

　
例
年
、
各
種
事
業
写
真
を
中
心
に
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー

で
は
、
和
島
村
の
風
景
等
も
多
く
掲
載

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
中
に
、
そ
し

て
、
み
な
さ
ん
が
日
頃
目
に
す
る
場
所

に
、
私
た
ち
の
故
郷
“
わ
し
ま
”
を
飾

り
ま
し
ょ
う
。 

◇
募
集
内
容 

　
み
ん
な
の
心
に
残
し
た
い
和
島
村
の

風
景
や
伝
承
事
業
等
の
写
真 

◇
応
募
締
切
　
２
月
18
日
� 

◇
掲
載
の
選
考 

　
生
涯
学
習
推
進
ス
タ
ッ
フ
が
検
討
し

　
選
考
し
ま
す
。 

◇
応
募
の
取
扱
　 

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
和
島

　
村
に
帰
属
し
ま
す
。 

◇
写
真
の
返
却 

　
写
真
は
ご
返
却
し
ま
す
。 

◇
申
込
・
問
合
せ
先 

　
和
島
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係 

　
（
７
４
―
３
１
１
１
　
内
線
２
７
３
） 

　
去
る
12
月
25
日
�
、
農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
ミ
ニ
門
松
づ
く

り
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
中
村
園
芸
の
中
村
太
一
郎

さ
ん
を
メ
イ
ン
講
師
に
、
参
加
者
の
保

護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
す
る
中
、

子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。 

　
大
人
も
苦
戦
す
る
竹
を
斜
め
に
切
る

作
業
で
は
、
参
加
者
同
士
協
力
し
あ
い
、

一
人
が
竹
を
お
さ
え
、
一
人
が
の
こ
ぎ

り
を
挽
く
と
い
っ
た
協
調
性
に
富
ん
だ

場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
活
動
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま

し
た
が
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
講

師
先
生
や
地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

和
島
村
青
少
年
育
成

和
島
村
青
少
年
育
成
 

村
民
会
議
会
費
納
入

村
民
会
議
会
費
納
入
の
お
礼
お
礼
 

和
島
村
青
少
年
育
成
 

村
民
会
議
会
費
納
入
の
お
礼
 

第
2
回
村
民

回
村
民
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
 

ツ
ア
ー
in
池
の
平
参
加
者
募
集

平
参
加
者
募
集
！！
 

第
2
回
村
民
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
 

ツ
ア
ー
in
池
の
平
参
加
者
募
集
！！
 

み
ん
な
に
伝
え
た
い
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
“わ
し
ま
む
ら
”を
募
集

を
募
集
!!
 

み
ん
な
に
伝
え
た
い
 

　
　
　
　
　
“わ
し
ま
む
ら
”を
募
集
!!
 

�
新
潟
大
学
全
国
硬
筆
大
会
��

�
新
潟
大
学
全
国
硬
筆
大
会
��

参
加
を
し
て 

参
加
を
し
て 
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2月の納税・納入 
村 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料 

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

役場　�74－3111　FAX74－2791

2月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科 
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262

小 林 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマトレディスクリニック 
丸 岡 医 院  

�27－7755�
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
6日（日）�
11日（金）�

13日（日）�

20日（日）�
27日（日）�

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

セ ントポ ーリア  

ウィメンズクリニック 

明 石 医 院  

小 林 医 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  
 

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

○フリーデー 

○建国記念日 

（お休み） 

 

 
（お休み） 

○フリーデー 

○出前 
　【下町上集会場】 

○出　前 
　【東保内集落センター】 

○出前 
　【下小島谷集落センター】 

○フリーデー 

 
（お休み） 

○フリーデー 

○出前 
　【中沢集落開発センター】 

○出前 
　【村田公会堂】 

○フリーデー 
　おひなさまを作ろう 

○フリーデー 

○フリーデー 
　おひなさまを作ろう 

○わくわくデー 
　誕生会   発育測定 

○わくわくデー 
　雪あそび 

○わくわくデー 
　保健相談 

○出前 
　【北野集落開発センター】 

○お問合せ…住民課福祉係（� 74-3111） 

○時間…保育所　9：30～11：30 
　　　　出　前　9：30～11：00

○今月のテーマ…雪と遊ぼう 

○わくわくデー 
　まめまき 
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（   ） 

（   ） 

（   ） 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28

長岡広域圏イベント情報 

◆期　日／２月11日（金）～１３日（日）　 
◆会　場／国営越後丘陵公園 
◆内　容／雪に親しみながら楽しめる様々なイベントを開

催します。モービルトレイン体験や人間そり大
会など。 

◆問合せ／越後公園管理センター　（�47－8001） 

『ウィンターフェスタ‘０５』 長岡市 

◆期　日／２月１２日（土） 
◆会　場／成出農村運動公園 
◆内　容／雪像づくり、雪上イベント、ステージイベント

など町民参加の冬のお祭り。 
◆問合せ／越路町企画振興課　（�92－5902） 

『スノーフェスティバルin越路』 越路町 

◆期　日／２月２０日（日）　 
◆会　場／道の駅Ｒ290とちお 
◆内　容／雪国ならではの遊びが盛りだくさん。雪遊びに

疲れたら、からだの芯から暖まるお鍋など料理
もいっぱいです。 

◆問合せ／栃尾市観光協会　（�51－1195） 

『とちお遊雪まつり』 栃尾市 

今 月 の テ ー マ 

個人情報保護法 

　
個
人
情
報
は
、
そ
の
性
質
上
、
誤
っ
た

扱
い
を
さ
れ
た
場
合
、
個
人
に
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
Ｉ
Ｔ
社
会

の
便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度
的
基
盤

と
し
て
、
平
成
15
年
５
月
に
「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
公

布
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

　
個
人
情
報
保
護
法
と
は
次
の
よ
う

な
法
律
で
す
。 

①
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

②
官
民
を
通
じ
た
基
本
法
の
部
分
と
、
民

間
の
事
業
者
に
対
す
る
個
人
情
報
の

取
扱
い
の
ル
ー
ル
の
部
分
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

③
民
間
の
事
業
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
し
て
、
共
通
す
る
必
要
最
小
限

の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。 

④
こ
の
法
律
の
仕
組
み
は
、
事
業
者
が
、

各
省
庁
な
ど
が
策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
即
し
て
、
事
業
等
の
分
野
の

実
情
に
応
じ
、
自
律
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
行
政
機
関
に
お
い
て
は
「
行
政

機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
「
独
立
行
政
法
人

等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
個
人
情
報
の
不
適
正
な
取
扱
い
に

よ
る
個
人
の
権
利
利
益
の
侵
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
国
の
行
政
機
関
・

独
立
行
政
法
人
等
が
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
当
た
っ
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル

を
定
め
た
法
律
で
す
。 

　
民
間
事
業
者
に
対
す
る
個
人
情
報

の
取
扱
い
の
ル
ー
ル
が
施
行
さ
れ
る

の
は
い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
か 

 

　
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
時
期
に

つ
い
て
、
基
本
理
念
や
国
の
責
務
・

施
策
等
を
規
定
す
る
部
分
（
第
１
章
か
ら

第
３
章
）
は
、
公
布
の
日
（
平
成
15
年
５

月
30
日
）
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

個
人
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
形
で
事

業
活
動
に
用
い
る
事
業
者
の
義
務
等
を
定

め
る
第
４
章
以
降
は
、
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

 

　
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
「
個

人
情
報
」
と
は
何
を
指
し
ま
す
か
。 

 

　
「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
含
ま
れ
る
氏
名
や
生
年
月
日
そ
の
他

の
記
述
な
ど
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別

で
き
る
も
の
を
い
い
ま
す
。 

　
個
人
の
身
体
や
財
産
、
社
会
的
な
地
位
、

身
分
な
ど
の
属
性
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
も
、
氏
名
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
特
定

の
個
人
を
識
別
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
「
個
人
情
報
」
に
当
た
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
特
定
の
個
人
を

識
別
で
き
な
く
て
も
、
他
の
情
報
と
容
易

に
照
合
す
る
こ
と
で
識
別
が
可
能
と
な
る

場
合
も
「
個
人
情
報
」
に
該
当
し
ま
す
。 

　
こ
の
法
律
で
は
、
「
個
人
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
」
を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る

民
間
の
事
業
者
が
「
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
」
と
し
て
義
務
規
定
の
適
用
を
受
け
ま

す
。
「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」
に

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
情
報
の
ほ
か
、

紙
の
情
報
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情
報
を
五

十
音
順
、
生
年
月
日
順
、
勤
務
部
署
順
な

ど
一
定
の
方
式
に
よ
っ
て
整
理
し
、
目
次
・

索
引
等
を
付
し
て
容
易
に
検
索
で
き
る
状

態
に
置
い
て
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。 

    

 

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
規
定
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
と

し
て
は
、
利
用 

目
的
の
特
定
、
利

用
目
的
に
よ
る
制
限
、
適
正
な
取
得
、
取

得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
、
デ
ー

タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
、
安
全
管
理
措

置
、
従
業
者
の
監
督
、
委
託
先
の
監
督
、

第
三
者
提
供
の
制
限
、
開
示
・
訂
正
・
利

用
停
止
、
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理

な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
個
人
情
報
に
つ
い
て
不
適
切
な
取

扱
い
を
受
け
た
と
き
に
相
談
で
き
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か 

 

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
な
ど

に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
ず
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
苦
情
受

付
窓
口
な
ど
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
主
務
大
臣
の
認

定
を
受
け
、
苦
情
の
処
理
や
対
象
事
業
者

に
対
す
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
「
認

定
個
人
情
報
保
護
団
体
」
に
よ
る
対
応
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
苦
情
の
あ
っ
せ
ん

等
に
よ
り
解
決
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
も
整

え
ら
れ
て
い
ま
す 

10
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児
童
手
当
受
給
者
の 

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ 

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
の 

無
料
相
談
月
間
に
つ
い
て 

被
災
者
の
た
め
の
新
潟
県 

弁
護
士
会
無
料
法
律
相
談
会 

社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口 

時
間
が
延
長
さ
れ
ま
す 

消
費
生
活
講
演
会
の 

　
　
　
　
　
　  

ご
案
内 

年
金
移
動
相
談
所 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
勤
割
引
・
深
夜 

　
　
　
　
割
引
に
つ
い
て 

自
動
車
の
登
録
と
自
動
車
税
の 

　
　
　
　
　
　
申
告
は
お
早
め
に 

自
衛
隊
新
潟
音
楽
ま
つ
り 

　
　
　
　   

開
催
に
つ
い
て 

分
水
桜
ま
つ
り
お
い
ら
ん
道
中 
         

お
い
ら
ん
役
を
大
募
集
!!
 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

Ｑ
　
急
に
歯
が
痛
く
な
っ
た
時
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か 

 

Ａ
　
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
、

う
が
い
を
し
て
口
の
中
を
き
れ
い

に
し
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
歯
が
痛

い
の
か
を
よ
く
確
か
め
、
で
き
れ

ば
楊
枝
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
の
で
、

そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
歯
に

つ
い
て
い
る
汚
れ
や
食
べ
カ
ス
な

ど
を
取
り
除
き
ま
す
。
次
に
う
が

い
を
す
る
か
、
ま
た
は
オ
キ
シ
ド
ー

ル
を
綿
に
浸
し
、
歯
の
ま
わ
り
を

き
れ
い
に
し
ま
す
。
ヨ
ー
ド
チ
ン

キ
な
ど
を
穴
の
あ
い
て
い
る
と
こ

ろ
へ
つ
め
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

熱
が
あ
れ
ば
安
静
に
す
る
必
要
も

あ
り
ま
す
し
、
腫
れ
て
い
れ
ば
冷

や
し
て
あ
げ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

痛
み
に
た
い
し
て
は
鎮
痛
剤
を
用

い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
い
ず
れ
痛
み

も
落
ち
つ
き
ま
す
が
、
歯
の
痛
み

の
原
因
は
自
然
に
は
治
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
歯
を
放
置
し
て
お
く
と
、

い
ず
れ
痛
み
が
再
発
し
、
最
後
に

は
歯
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早
期

に
治
療
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。 
 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

よ
う
じ 

農
業
従
事
者
な
ら 

　
　
　
だ
れ
で
も
加
入 

●
 60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
年
間
 60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
人
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。 

●
農
地
を
持
た
な
い
畜
産
・
施
設

園
芸
等
の
農
業
経
営
者
や
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

積
立
方
式
で
安
定
し
た 

　
　
　
　
　
財
政
運
営 

●
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が

積
み
立
て
る
方
式
と
な
り
ま
す

の
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

も
対
応
で
き
、
長
期
間
に
安
定

し
た
制
度
で
す
。 

 

積
立
金
は
安
全
か
つ 

　
　
　
効
率
的
に
運
用 

●
積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料
は
農

業
者
年
金
基
金
が
債
権
を
中
心

に
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し

ま
す
。 

保
険
料
の
手
厚
い 

　
　
　
　
国
庫
助
成 

●
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を

備
え
た
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に

対
し
、
保
険
料
（
月
額
２
万
円
）

の
２
割
、
３
割
又
は
５
割
の
政

策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
助
成
）

が
あ
り
ま
す
。 

 

保
険
料
を
自
由
に
選
択 

●
政
策
支
援
を
受
け
な
い
場
合
、

保
険
料
を
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円

単
位
で
加
入
者
自
身
が
選
択
で

き
る
通
常
保
険
料
と
、
政
策
支

援
を
受
け
る
方
が
納
め
る
特
例

保
険
料
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置 

●
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
年
金
給
付

に
つ
い
て
も
公
的
年
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
和
島
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
次
の
方
よ
り
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
小
島
谷
　
　
　 

　
　
　
　
福
　
　
太
　
郎
　
様 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

   

　
２
月
期
の
児
童
手
当
（
平
成
 16
年
 10

月
か
ら
平
成
 17
年
１
月
分
）
を
２
月
 10

日
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

お
振
込
み
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

■
支
給
額 

　
第
１
子
…
…
５
、
０
０
０
円 

　
第
２
子
…
…
５
、
０
０
０
円 

　
第
３
子
…
１
０
、
０
０
０
円 

■
支
給
対
象
者 

・
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
（
０
歳
か

ら
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者 

・
前
年
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な
い

も
の 

   

　
日
頃
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ご
自
身
の
年
金

を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年

金
移
動
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
厚
生
年
金
に
関
す
る

相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
年
金

に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時 

　
２
月
 17
日
� 

　
午
前
 10
時
か
ら
午
後
３
時 

■
会
　
場 

　
ゆ
き
わ
り
荘 

■
相
談
員 

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
係
官 

■
相
談
内
容 

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、 

　
そ
の
他
年
金
一
般 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
住
民
福
祉
係 

　
（
�
 74
―
３
１
１
１
） 

   

　
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守

り
、
か
し
こ
い
消
費
者
と
し
て
生
活
す

る
た
め
に
、
消
費
生
活
講
演
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
最
近
の
消
費
者

被
害
の
実
情
と
被
害
防
止
の
た
め
に
」

で
す
。 

■
日
　
時 

　
２
月
 23
日
� 

　
１
時
 30
分
開
演 

■
会
　
場 

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ 

　
多
目
的
ホ
ー
ル 

■
講
　
師 

　
村
　
千
鶴
子
さ
ん 

　
東
京
経
済
大
学
現
代
法
学
部
教
授

弁
護
士 

■
そ
の
他 

　
入
場
無
料
　
要
約
筆
記
　
手
話
通
訳

保
育
（
生
後
６
か
月
か
ら
未
就
学
児
）

が
あ
り
ま
す
。 

■
お
問
合
せ
・
お
申
込
み 

　
新
潟
県
消
費
生
活
協
会 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
５
８
） 

   

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２

月
の
１
ヶ
月
間
を
『
相
続
登
記
は
お
す

み
で
す
か
月
間
』
と
定
め
相
続
登
記
に

つ
い
て
の
県
内
一
斉
無
料
相
談
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
相
続
登
記
や
諸
手
続
に
つ
い
て
、
無

料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
年
を
通
じ
て
毎
週
水
曜
日

の
午
後
１
時
 30
分
よ
り
４
時
ま
で
左
記

に
て
無
料
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
　 

  

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会 

　
〒
９
５
１
―
８
０
６
３ 

　
新
潟
市
古
町
通
 13
番
町
５
１
６
０
番
地 

   

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
待
ち
時
間

の
解
消
や
勤
労
者
な
ど
平
日
昼
間
に
相

談
で
き
な
い
方
へ
の
相
談
機
会
の
拡
充

の
た
め
次
の
よ
う
な
制
度
を
始
め
ま
す
。 

①
毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長 

　
毎
週
月
曜
日
は
、
年
金
相
談
の
受
付

時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火

曜
日
と
な
り
ま
す
。 

（
２
月
 28
日
は
シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
、

通
常
ど
お
り
、
午
後
５
時
ま
で
で
受
付

け
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

②
休
日
の
年
金
相
談
窓
口
開
設 

　
２
月
 19
日
�
・
 20
日
� 

　
３
月
 12
日
�
・
 13
日
� 

　
の
４
日
間
は
休
日
相
談
を
行
い
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所 

　
（
�
 36
―
５
１
４
１
） 

   

　
新
潟
県
弁
護
士
会
で
は
今
回
被
災
さ

れ
た
皆
様
の
た
め
に
、
下
記
の
通
り
、

負
債
整
理
、
サ
ラ
金
、
解
雇
等
に
つ
い

て
、
面
接
に
よ
る
現
地
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

■
相
談
日
…
毎
週
日
曜
日 

■
会
　
場 

　
長
岡
市
役
所
（
予
約
は
不
要
で
す
） 

■
相
談
時
間 

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で 

■
費
　
用 

　
法
律
相
談
は
無
料
で
す
。
事
件
依
頼

の
場
合
は
、
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

法
律
扶
助
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
月
々

の
分
割
払
い
が
可
能
で
す
。 

◎
電
話
相
談 

　
電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す 

■
相
談
日
…
毎
日
（
休
日
も
実
施
） 

■
時
　
間
…
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

■
電
話
番
号 

　
（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
８
９
１
１
） 

 

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」 

 

�
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９ 

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」 

 

�
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９ 

   

○
Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
勤
割
引 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
に
よ
る
高
速
道
路
利

用 

・
午
前
６
時
か
ら
９
時
及
び
午
後
５
時

か
ら
８
時
の
間
に
入
口
料
金
所
又

は
出
口
料
金
所
を
通
過
し
た
車
が

対
象
で
す
。 

・
利
用
距
離
は
１
０
０
㎞
以
内 

・
利
用
回
数
は
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

に
各
々
１
回
限
り
ま
す
。 

・
割
引
率
は
 50
％ 

○
Ｅ
Ｔ
Ｃ
深
夜
割
引 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
に
よ
る
高
速
道
路
利

用 

・
対
象
は
午
前
０
時
か
ら
午
前
４
の
間

に
入
口
料
金
所
又
は
出
口
料
金
所

を
通
過
し
た
車
で
す
。 

・
割
引
率
は
 30
％ 

■
詳
し
く
は 

　
日
本
道
路
公
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.jhnet.go.jp/ 

  

   

　
自
動
車
の
売
買
を
行
っ
た
り
、
所
有

者
や
使
用
者
の
住
所
変
更
等
が
あ
っ
た

場
合
は
、
運
輸
支
局
へ
の
登
録
と
県
へ

の
申
告
が
必
要
で
す
。
手
続
き
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
自
動
車
税
は
車
検
証
の
登
録

名
義
を
も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
い
ま

一
度
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
変
更
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
３
月
 31
日
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

○
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て
は 

　
新
潟
運
輸
支
局
　 

（
�
０
２
５
―
２
８
５
―
３
１
２
１
） 

　
新
潟
運
輸
支
局
長
岡
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所 

（
�
 22
―
１
１
３
１
） 

○
自
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税
の
申
告

は 

　
県
税
務
課
新
潟
分
室
　 

（
�
０
２
５
―
２
８
３
―
２
２
７
９
） 

　
長
岡
分
室   

（
�
 22
―
１
１
３
４
） 

   

■
日
　
時 

　
３
月
５
日
�
午
後
２
時
開
演 

■
会
　
場 

　
り
ゅ
〜
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化

　
会
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

■
お
申
込
み
方
法 

　
往
復
は
が
き
の
往
診
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
を
記
入
し
、

返
信
裏
面
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
当
選
の
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
名
様
ま
で

入
場
で
き
ま
す
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
広
報
室 

　
〒
９
５
１
―
８
０
３
５ 

　
新
潟
市
船
橋
町
２
丁
目
３
４
２
３ 

（
�
０
２
５
―
２
２
９
―
３
２
３
２
） 

   

　
分
水
桜
ま
つ
り
の
「
お
い
ら
ん
道
中
」

は
珍
し
い
行
事
と
し
て
、
全
国
的
に
も

有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
主
役
で
あ

る
「
信
濃
太
夫
」・「
桜
太
夫
」・「
分
水

太
夫
」
の
三
太
夫
役
を
次
の
通
り
募
集

し
て
い
ま
す
。 

■
応
募
資
格 

�
年
齢
 18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
） 

�
身
長
１
５
０
〜
１
６
５
㎝
位
の
健
康

な
女
性 

�
未
婚
、
既
婚
・
住
所
は
問
い
ま
せ
ん 

■
応
募
方
法 

�
写
真
２
枚
（
上
半
身
、
カ
ラ
ー
で
正

面
・
側
面
各
１
枚
【
サ
ー
ビ
ス
版
】

を
同
封
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
身
長
・
年
齢
・
を
記
入
の

う
え
、
分
水
町
観
光
協
会
へ
郵
送

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

�
写
真
は
後
日
返
送
い
た
し
ま
す
。 

■
応
募
期
間 

　
２
月
１
日
�
〜
２
月
 28
日
� 

■
そ
の
他 

�
応
募
者
の
中
よ
り
書
類
審
査
で
選
考

し
、
二
次
審
査
（
面
接
）
に
よ
り

決
定
し
ま
す 

�
審
査
は
一
般
に
は
公
表
し
ま
せ
ん 

�
夜
間
３
回
位
練
習
が
あ
り
ま
す 

■
応
募
先 

　
分
水
町
観
光
協
会 

（
〒
９
５
９
―
０
１
９
５ 

　
分
水
町
地
蔵
堂
２
６
８
７
―
３
） 

　
�
０
２
５
６
―
９
７
―
２
１
１
１ 

（
分
水
町
役
場
内
） 
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